
【情報提供】 工事現場等におけるクマ対策の事例集 （令和７年11月）

〇基本的なクマ対策として、東北地方整備局管内の工事
現場等では、既に各種取組みが進められている状況

〇本事例集は、現場の工夫を集約したもの
例）・大音量スピーカー等の現場存置

・狼の尿やトウガラシ等の匂いによる忌避剤の使用
・監視カメラ設置による警戒

〇東北地方整備局の関係者や工事・業務等の受注者等、東
北６県の地方公共団体、建設業関係団体等に対し、東北
地整管内のクマ対策を共有し、クマ被害の未然防止に向
けた取り組みの参考としていただくもの

『工事現場等におけるクマ対策の事例集（令和７年11月）』より抜粋

国土交通省東北地方整備局
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【一覧表】東北地方整備局管内の工事現場等におけるクマ対策

●本資料に掲載しているクマ対策の一覧表
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【概要】東北地方整備局管内の工事現場等におけるクマ対策

●基本的なクマ対策としては熊出没情報の収集、熊よけグッズの携行（熊鈴・熊撃退スプレー・笛やホイッスル等）、複数人行動の徹底、食
料品の放置はしない等が挙げられ、東北地方整備局管内の工事現場等では既に取り組んでいる状況です。

●また、東北地整管内の更なるクマ対策への取り組みとして、大音量スピーカー等の現場存置、狼の尿や唐辛子等の匂いによる忌避剤の使用、
監視カメラの設置による警戒など、各現場で様々な工夫をしております。

●本事例集はそのような現場の工夫を集約したもので、東北地整の関係者や工事・業務等の受注者等、東北６県の地方公共団体、建設業関係
団体等に対して東北地整管内のクマ対策を共有し、クマ被害の未然防止に向けた取り組みの参考としていただくものです。

▲SNSに目撃情報を発信

▲熊スプレーの噴射訓練 ▲外部専門家による講習会の実施状況

▲忌避剤の現場存置

▲管理施設内の監視カメラ設置（事例は、動物など
の動きに反応して録画するタイプの監視カメラを設置） ▲管理施設利用者へ注意喚起（記者発表） 13



【熊スプレーの携行・常備】
⇒作業中は熊撃退スプレーを携行する。
⇒現場事務所や建設機械等に熊スプレーを常備する。

【安全教育の充実（熊スプレーの噴射訓練）】
⇒万が一の際にクマ撃退スプレーを確実に使用出来るようにするため、デモンス
トレーションを通じて使用方法や噴射距離を確認。

事例１（スプレー噴射距離の把握） 事例２（スプレー取り出しの訓練）

事例１（工事等関係者は作業中にス
プレーを携行）

事例３（現場事務所
にスプレーを常備）

事例２（建設機械に
スプレーを常備）

事例３（スプレー噴射の実演）

※宮城県HPより抜粋

【注意喚起看板の設置】
⇒工事等関係者や施設利用者等に向けた看板設置により、注意喚起を促す。

事例１（デジタルサイネージの活用） 事例２（工事現場内の看板設置）

事例３（管理施設内の看板設置）

【安全教育の充実（クマに特化した教育）】
⇒自治体公表資料等を用いて、クマに特化した安全教育を実施。
⇒KYミーティングで危険予知を記載。

事例２（ＫＹミーティングに反映）事例１（クマに特化した安全教育）

【事例集】東北地方整備局管内の工事現場等におけるクマ対策（１／８）

危険動物に遭遇し被害を受ける

対策用具を着用し、使用可能な状態にしておく。周
囲をよく確認し予防措置を行う。（熊よけホーン等）
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